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豊
臣
秀
吉
の
事
績
を
題
材
と
し
、
秀
吉
自
身
も
演
じ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
、

い
わ
ゆ
る
豊
公
能
に
つ
い
て
は
、
天
野
文
雄
「
能
に
懸
か
れ
た
権
力
者
秀
吉
能

楽
愛
好
記
』
（
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
’
九
九
七
年
十
月
）
に
よ
っ
て
詳
述
さ
れ
、
そ

の
全
体
像
を
鮮
明
に
把
握
し
得
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
ば
ら
く
同
書
に
従
っ
て

そ
の
輪
郭
を
た
ど
る
と
、
小
瀬
甫
庵
「
太
閤
記
』
（
寛
永
十
年
〈
’
六
三
一
一
一
〉
頃
刊

か
）
巻
第
十
六
・
於
大
坂
新
謡
御
能
之
事
の
記
す
と
こ
ろ
で
は
、
現
存
す
る
〈
吉

野
詣
〉
〈
高
野
参
詣
〉
〈
明
智
計
〉
〈
柴
田
〉
〈
北
条
〉
の
五
番
は
、
文
禄
三

年
（
’
五
九
四
）
三
月
十
五
日
、
大
坂
城
本
丸
に
お
い
て
、

同
三
月
十
五
日
、
大
坂
本
丸
に
お
ゐ
て
、
由
已
法
橋
播
州
人
也
新
作
の
謡
、

芳
野
花
見
・
高
野
参
詣
・
明
智
・
柴
田
・
北
条
此
五
番
、
金
春
八
郎
に
仕

舞
を
沙
汰
し
候
へ
と
兼
て
被
仰
付
。
其
伝
を
受
さ
せ
給
ひ
、
御
能
を
遊
し

簾
中
が
た
へ
見
せ
参
ら
せ
候
は
ん
た
め
と
か
や
。
五
番
の
う
ち
金
春
二
番

舞
候
へ
共
、
さ
す
が
物
な
れ
た
る
上
手
な
る
に
依
て
、
出
来
〔
し
ゆ
っ
ら
い
〕

金
沢
大
学
歴
史
一
一
一
一
口
語
文
化
学
系
論
集
言
語
・
文
学
篇

第
二
号
二
○
一
○
年
一
～
九

三
月
十
五
曰
、
秀
吉
は
新
作
五
番
を
す
べ
て
演
じ
た
か

文
禄
三
年
の
能
楽
事
情
と
『
太
閤
記
』

ｌ
〈
高
野
参
詣
〉
の
上
演
を
め
ぐ
る
一
考
察
Ｉ

し
侍
ら
ざ
り
し
。
弥
吉
公
御
気
色
に
て
有
つ
る
。

評
曰
、
女
房
達
な
ど
に
威
を
封
じ
、
事
外
に
仕
舞
を
も
自
慢
し
侍
り

し
事
、
暁
し
き
君
に
は
い
か
宜
敷
有
つ
れ
共
、
吉
公
の
才
芸
す
ぐ
れ

た
る
故
に
や
、
其
誹
も
な
か
り
し
な
り
。
凡
て
才
厚
き
人
は
何
事
も

め
で
た
き
物
な
り
。
第
一
天
之
与
し
給
ふ
意
味
あ
り
け
る
と
見
え
た

り
。
心
盲
な
る
人
ノ
ー
は
愛
に
至
ら
ず
し
て
、
却
て
此
意
味
を
さ
み

し
下
さ
ん
か
。

（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
に
よ
る
が
、
読
み
仮
名
・
返
り
点
等
は
省
略
す
る
）

と
あ
る
と
お
り
、
法
橋
大
村
由
己
が
新
作
し
た
五
番
の
謡
に
、
金
春
八
郎
安
照

に
節
や
型
を
付
け
さ
せ
て
あ
り
、
そ
の
演
技
の
伝
授
を
受
け
て
秀
吉
が
能
を
演

じ
、
簾
中
方
（
本
丸
の
正
妻
は
北
の
政
所
）
に
見
せ
る
目
的
が
あ
っ
た
。
こ
の
時
は

五
番
の
内
二
番
を
金
春
が
演
じ
た
が
、
さ
す
が
金
春
は
物
な
れ
た
上
手
ゆ
え
、

「
何
事
も
起
こ
ら
な
か
っ
た
」
（
新
大
系
「
出
来
…
」
の
注
）
こ
と
で
、
ま
す
ま
す

秀
吉
は
上
機
嫌
の
様
子
に
見
え
た
。

天
野
氏
箸
で
は
「
五
番
の
う
ち
」
の
部
分
を
「
五
番
の
の
ち
」
と
す
る
本
（
新

西
村
聡



大
系
と
同
じ
寛
永
無
刊
記
本
を
底
本
と
す
る
国
民
文
庫
本
・
岩
波
文
庫
本
）
に
基
づ
き
、

ま
た
「
出
来
」
の
語
を
成
功
す
る
意
に
取
っ
て
、

…
安
照
か
ら
そ
れ
を
伝
授
さ
れ
た
秀
吉
が
、
こ
の
日
、
婦
人
た
ち
を
前
に

み
ず
か
ら
演
じ
て
み
せ
た
。
そ
の
あ
と
安
照
が
（
豊
公
能
を
？
）
二
番
舞

っ
た
が
、
安
照
は
わ
ざ
と
で
き
悪
く
演
じ
た
の
で
、
秀
吉
は
い
よ
い
よ
御

機
嫌
だ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

と
読
み
解
い
て
い
る
。
そ
の
場
合
は
、
「
物
な
れ
た
る
」
を
世
故
に
た
け
た
意

に
解
す
る
こ
と
に
な
る
。

「
太
閤
記
』
の
「
於
大
坂
新
謡
御
能
之
事
」
と
い
う
題
目
か
ら
す
る
と
、
こ

の
時
初
め
て
、
大
坂
城
の
簾
中
方
へ
五
番
の
新
作
を
披
露
し
、
し
か
も
秀
吉
が

五
番
を
自
演
す
る
こ
と
が
催
し
の
趣
旨
で
あ
っ
た
か
に
も
読
め
る
が
、
同
じ
催

し
を
林
羅
山
「
豊
臣
秀
吉
譜
」
（
寛
永
十
九
年
政
、
明
暦
四
年
〈
一
六
五
八
〉
刊
）
に

は
、

…
秀
吉
於
大
坂
本
丸
使
金
春
八
郎
奏
由
已
所
新
撰
之
吉
野
花
見
高
野
参
詣

明
智
柴
田
北
条
征
伐
五
番
之
謡
曲
（
注
二
。
其
後
秀
吉
練
習
之
自
鼓
舞
之
。

（
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
稼
堂
文
庫
蔵
本
に
よ
る
が
、
読
み
仮
名
・
返
り
点
等
は
省
略
す
る
）

と
記
し
て
い
て
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
大
坂
城
本
丸
で
は
金
春
に
五
番
を
演
じ
さ
せ
、

秀
吉
は
そ
の
後
稽
古
を
重
ね
て
自
分
で
も
演
ず
る
よ
う
に
な
り
、
北
庁
（
北
の
政

所
）
に
見
せ
る
こ
と
が
で
き
た
、
つ
ま
り
大
坂
城
の
催
し
は
秀
吉
が
金
春
か
ら
伝

授
を
受
け
る
機
会
で
あ
り
、
秀
吉
の
自
演
も
簾
中
方
の
見
物
も
な
か
っ
た
こ
と

に
な
る
。

し
か
し
、
天
野
氏
箸
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
秀
吉
は
こ
れ
以
前
に
、

使
北
庁
見
之
。
金
春
屡
受
恩
賜
。

《
Ａ
》
文
禄
三
年
一
一
月
七
日
、
石
川
法
賀
邸
で
〈
吉
野
詣
〉
を
自
演
（
「
駒
井

重
勝
日
次
記
抜
書
』
）
。

《
Ｂ
》
文
禄
三
年
二
月
九
日
、
大
坂
城
本
丸
で
〈
吉
野
詣
〉
を
自
演
（
「
駒
井

日
記
』
）
。

《
Ｃ
》
文
禄
三
年
一
一
一
月
一
日
、
吉
野
蔵
王
堂
で
〈
吉
野
詣
〉
を
自
演
（
「
駒
井

日
記
』
「
大
倉
三
忠
氏
蔵
番
組
」
）
。

の
三
度
、
五
番
の
内
の
〈
吉
野
詣
〉
を
す
で
に
演
じ
て
い
る
か
ら
、
「
豊
臣
秀

吉
譜
』
の
記
述
に
は
誤
認
が
混
じ
る
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
《
Ｂ
》
は

三
月
十
五
日
と
同
じ
大
坂
城
本
丸
で
行
わ
れ
、
そ
の
時
の
主
客
は
関
白
秀
次
で

あ
り
、
次
に
触
れ
る
書
状
の
内
容
か
ら
北
の
政
所
ら
は
見
物
し
な
か
っ
た
と
思

わ
れ
る
が
、
そ
の
〈
吉
野
詣
〉
を
含
む
新
作
五
番
を
、
三
月
十
五
日
は
簾
中
方

に
一
挙
に
披
露
す
る
こ
と
に
意
味
を
認
め
る
べ
き
で
あ
り
ｓ
駒
井
日
記
」
に
は
「
女

房
衆
迄
見
物
と
閏
申
候
」
と
あ
る
）
、
金
春
五
番
演
能
説
弓
豊
臣
秀
吉
譜
」
）
を
排
除

し
た
上
で
、
秀
吉
五
番
演
能
説
（
天
野
氏
署
）
と
秀
吉
・
金
春
を
含
む
計
五
番
上

演
説
の
い
ず
れ
を
採
る
べ
き
か
を
以
下
に
考
察
し
た
い
。

秀
吉
は
『
太
閤
記
』
前
掲
の
「
評
」
に
も
あ
る
と
お
り
、
自
分
の
演
能
を
女

房
た
ち
に
見
せ
、
自
慢
し
た
が
る
癖
が
あ
っ
た
。
『
太
閤
記
」
に
い
う
簾
中
方
、

女
一
房
た
ち
は
、
こ
の
記
事
に
関
し
て
は
大
坂
城
の
北
の
政
所
と
そ
の
周
囲
の
者

を
指
す
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
が
、
文
禄
三
年
、
秀
吉
か
ら
北
の
政
所
に
宛
て

た
書
状
（
天
野
氏
箸
「
秀
吉
能
楽
愛
好
関
連
年
表
」
で
は
三
月
に
書
か
れ
た
と
推
定
し
て
い

二
火
打
ち
袋
の
礼
状
は
二
月
上
旬
筆
か
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色
に
は
、
大
略
、

【
追
而
書
】
い
ち
だ
ん
と
能
に
励
ん
で
く
た
び
れ
た
が
、
十
四
五
日
頃

に
は
隙
が
空
き
、
伏
見
ま
で
行
き
普
請
を
急
が
せ
る
。
伏
見
に
は
五
三

日
（
数
日
の
意
）
も
逗
留
し
た
後
、
す
ぐ
に
大
坂
城
へ
帰
り
、
そ
ち
ら
で

も
能
を
し
て
見
せ
る
か
ら
待
っ
て
い
て
ほ
し
い
。

【
本
文
】
再
々
書
状
を
も
ら
い
な
が
ら
、
能
に
追
わ
れ
て
隙
が
な
く
、
返

事
も
書
け
な
い
。
今
日
は
火
打
ち
袋
の
珍
し
い
の
を
も
ら
っ
て
た
い
そ
う

気
に
入
っ
た
。
能
の
腕
が
上
が
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
仕
舞
を
し
て
見
せ
る
と
、

皆
が
い
ち
だ
ん
と
褒
め
て
く
れ
る
。
「
は
や
は
や
」
能
を
二
日
行
い
、
少

し
休
ん
で
、
ま
た
九
日
の
日
に
能
を
行
い
、
（
そ
の
う
ち
）
「
き
や
う
中
」

の
女
房
ど
も
に
見
せ
る
つ
も
り
だ
。
（
注
一
一
）

の
意
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
秀
吉
が
謝
意
を
表
し
て
い
る
火
打
ち
袋
に
つ
い
て
は
、

秀
次
も
文
禄
三
年
一
一
月
十
一
日
に
北
の
政
所
に
礼
状
を
書
い
て
い
る
。
一
一
月
下

旬
に
予
定
さ
れ
て
い
る
秀
吉
の
吉
野
詣
で
に
秀
次
も
同
道
す
る
こ
と
に
な
り
、

恐
ら
く
秀
吉
の
た
め
に
北
の
政
所
が
縫
っ
た
火
打
ち
袋
を
秀
吉
か
ら
見
せ
ら
れ

て
、
自
分
も
同
じ
物
が
ほ
し
く
な
り
所
望
し
た
と
こ
ろ
（
そ
の
使
い
に
は
秀
次
の
右

筆
駒
井
重
勝
が
赴
い
た
）
、
「
重
ね
て
」
火
打
ち
袋
を
縫
っ
て
差
し
上
げ
よ
う
と
の

返
事
が
あ
り
、
十
日
に
駒
井
が
火
打
ち
袋
を
受
け
取
っ
て
い
る
。
十
日
は
秀
次

が
大
坂
城
か
ら
京
都
へ
帰
っ
た
日
で
あ
り
、
御
用
を
命
じ
ら
れ
て
大
坂
城
に
残

っ
た
駒
井
が
受
け
取
っ
た
。

二
月
八
日
…
○
｜
北
政
所
様
へ
吉
野
御
同
道
之
時
之
御
用
に
御
火
う
ち
袋

為
御
所
望
駒
井
参
則
有
合
を
可
被
害
進
重
而
吉
野
へ
之
御
用
火
う
ち
袋
ぬ

は
せ
ら
れ
ま
い
ら
せ
ら
る
へ
き
の
よ
し
…

二
月
十
日
一
関
白
様
大
坂
よ
り
被
成
還
御
○
｜
大
坂
御
用
彼
是
被
仰
付

御
跡
に
残
一
北
政
所
様
よ
り
御
火
う
ち
袋
一
御
道
服
一
御
小
袖
二
重
被
参

請
取
来
…

二
月
十
一
日
…
○
北
政
所
様
江
御
礼
之
御
書
遣
…
○
大
坂
よ
り
山
中
山
城

為
承
吉
野
花
見
之
儀
来
月
一
一
日
三
日
比
に
可
被
成
御
立
之
由
申
来
○
同
書

中
に
伏
見
へ
十
三
日
太
閤
様
御
成
之
由
…

（
以
上
「
駒
井
日
記
」
〈
改
定
史
籍
集
覧
本
に
よ
る
〉
）

こ
れ
に
対
し
て
秀
吉
の
書
状
で
は
、
秀
吉
が
火
打
ち
袋
を
受
け
取
っ
た
「
今

日
」
、
礼
状
を
し
た
た
め
て
い
る
。
文
中
に
「
九
日
の
日
に
能
を
行
い
」
と
あ

る
の
は
二
月
九
日
の
《
Ｂ
》
を
指
す
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
が
二
月
五
日
の
時

点
で
は
「
来
た
る
十
日
の
御
能
」
を
秀
次
が
見
物
す
る
意
向
で
あ
る
と
記
さ
れ

て
い
る
の
で
ｓ
駒
井
日
記
』
）
、
「
来
た
る
十
日
」
の
予
定
が
九
日
に
変
更
に

な
っ
た
の
は
五
日
以
後
、
つ
ま
り
秀
吉
の
火
打
ち
袋
の
礼
状
は
二
月
五
日
以
後

（
九
日
前
日
の
）
八
日
ま
で
の
間
に
書
か
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
秀
吉
が
書
状
を

京
都
で
書
い
た
と
す
る
通
説
も
、
北
の
政
所
と
同
じ
大
坂
城
内
の
や
り
と
り
と

修
正
さ
れ
て
よ
い
。
二
月
九
日
の
《
Ｂ
》
を
含
む
二
月
の
上
旬
は
、
秀
吉
は
秀

次
と
共
に
大
坂
に
居
て
、
追
而
書
に
あ
る
と
お
り
、
（
秀
次
が
帰
っ
た
後
の
）
二
月

十
四
日
に
は
大
坂
か
ら
伏
見
へ
出
掛
け
て
い
る
。
二
月
上
旬
の
書
状
で
北
の
政

所
に
演
能
を
見
せ
る
と
秀
吉
が
い
う
の
は
、
ま
さ
に
本
稿
最
初
に
掲
げ
た
三
月

十
五
日
の
新
作
披
露
が
念
頭
に
あ
っ
て
の
こ
と
と
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
書
状
本
文
に
戻
り
、
能
を
一
一
日
行
っ
た
と
あ
る
の
は
、
二
月
一
日
と

二
日
に
大
坂
城
西
丸
（
側
室
京
極
龍
子
の
居
所
と
し
て
普
請
中
（
注
一
一
一
）
）
で
能
が
催
さ

れ
た
こ
と
を
指
す
ら
し
い
。
一
日
は
秀
吉
の
所
望
で
秀
次
が
二
番
を
演
じ
、
下

一一一



間
少
進
の
〈
関
寺
小
町
〉
も
、
聚
楽
第
へ
面
を
取
り
に
や
ら
せ
て
、
秀
吉
の
見

物
に
供
さ
せ
て
い
る
（
『
駒
井
日
記
」
「
能
之
留
帳
』
等
）
。
翌
二
日
の
こ
と
は
、

『
能
之
留
帳
」
に
は
、

二
月
一
一
日
聚
楽
太
閤
様
二
て
、
春
日
大
夫
能
を
御
覧
じ
度
と
て
少
進
召

連
致
参
上
也
大
坂
―
―
て

（
能
楽
資
料
集
成
「
下
問
少
進
集
Ⅲ
』
に
よ
る
が
、
返
り
点
を
省
略
す
る
）

と
記
し
、
「
聚
楽
」
の
文
字
が
混
入
し
て
い
る
が
、
「
駒
井
日
記
」
に
「
西
丸

に
而
御
能
有
之
」
と
明
記
す
る
と
お
り
、
『
能
之
留
帳
』
の
場
合
も
「
大
坂
―
―

て
」
を
正
確
な
情
報
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
｜
日
は
金
春
・
下
問
と
暮
松

新
九
郎
以
外
は
武
将
が
演
じ
、
二
日
は
役
者
た
ち
だ
け
が
演
じ
て
い
て
、
そ
の

二
日
目
の
た
め
に
下
問
が
春
日
を
伴
っ
た
の
で
あ
り
、
秀
吉
も
役
者
た
ち
も
大

坂
城
か
ら
聚
楽
第
へ
一
日
で
場
所
を
移
動
し
た
わ
け
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
秀

次
の
大
坂
城
滞
在
は
一
月
一
一
十
八
日
か
ら
二
月
十
日
に
及
び
、
一
一
月
一
一
日
は
大

坂
城
で
秀
吉
と
共
に
能
を
見
物
し
た
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

た
だ
一
日
も
二
日
も
秀
吉
自
身
は
能
を
演
じ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
武
将
や

役
者
に
促
し
、
所
望
し
て
能
を
行
っ
た
こ
と
を
、
「
は
や
は
や
二
日
い
た
し
」

と
表
現
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
書
状
に
は
触
れ
て
い
な
い
が
、
二
月
七
日
、

石
川
法
賀
邸
の
《
Ａ
》
（
秀
吉
が
演
じ
た
の
は
〈
吉
野
壷
〈
源
氏
供
養
〉
〈
関
寺
小
町
〉

〈
田
村
〉
の
四
番
）
を
挟
ん
で
、
二
月
九
日
、
大
坂
城
本
丸
の
《
Ｂ
》
で
は
今
度

は
秀
吉
自
身
が
五
番
二
Ａ
》
の
四
番
と
〈
老
松
〉
）
を
演
じ
て
、
秀
次
に
見
物
さ

せ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
秀
次
が
前
年
に
〈
関
寺
小
町
〉
を
演
じ
た
（
注
四
）
こ
と
に

「
刺
戟
さ
れ
て
最
高
の
秘
曲
を
演
じ
た
い
と
の
意
欲
を
抱
き
」
、
二
月
一
日
、

下
問
少
進
に
〈
関
寺
小
町
〉
を
演
じ
さ
せ
て
、
「
と
く
と
見
た
上
で
」
自
演
す

る
に
至
っ
た
の
で
あ
り
、
三
月
一
日
の
《
Ｃ
》
（
秀
吉
が
演
じ
た
の
は
〈
吉
野
詣
〉

〈
源
氏
供
養
〉
〈
関
寺
小
町
〉
）
の
予
習
的
な
催
し
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
荏

五
）
。
能
に
隙
が
な
い
と
い
う
の
は
、
自
演
だ
け
で
な
く
、
こ
う
し
た
自
演
の
た

め
の
研
究
・
稽
古
に
も
時
間
と
精
力
を
費
や
し
て
い
る
意
で
あ
ろ
う
。
秀
次
の

大
坂
城
滞
在
は
能
役
者
を
伴
い
、
そ
れ
を
望
ん
だ
秀
吉
に
と
っ
て
は
、
二
月
下

旬
か
ら
の
吉
野
・
高
野
詣
で
、
三
月
半
ば
の
北
の
政
所
へ
の
新
作
披
露
、
四
月

の
禁
中
能
、
と
打
ち
続
く
晴
れ
舞
台
を
目
標
と
し
た
強
化
合
宿
の
意
味
合
い
が

強
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

天
野
氏
箸
で
は
、
秀
吉
の
書
状
に
あ
る
二
日
の
能
と
九
日
の
能
を
、
続
文
に

京
中
（
宮
中
）
（
注
六
）
の
女
房
た
ち
に
見
せ
る
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
は
こ
の

年
四
月
に
挙
行
さ
れ
た
秀
吉
二
度
目
の
禁
中
能
を
予
告
す
る
も
の
と
推
定
し
て

い
る
。
前
年
十
月
十
一
日
に
挙
行
さ
れ
た
最
初
の
禁
中
能
の
三
日
目
で
は
、
秀

吉
は
五
番
を
演
じ
て
宮
中
の
女
房
た
ち
に
見
物
さ
せ
て
い
る
。
文
禄
一
一
一
年
、
二

度
目
の
禁
中
能
を
企
て
始
め
た
頃
に
は
、
一
度
目
を
踏
襲
す
る
こ
と
を
考
え
る

の
が
自
然
で
あ
ろ
う
が
、
二
度
目
の
禁
中
能
の
計
画
が
具
体
化
す
る
頃
に
は
、

『
駒
井
日
記
」
一
一
一
月
十
一
一
一
日
条
に
あ
る
と
お
り
、
秀
吉
の
演
能
は
一
一
日
目
の
三

番
（
〈
吉
野
竈
〈
源
氏
供
養
〉
〈
関
寺
小
町
〉
）
に
絞
り
込
み
、
右
の
《
Ａ
～
Ｃ
》

で
見
た
よ
う
に
集
中
的
に
舞
台
経
験
を
重
ね
て
い
る
。
そ
う
し
て
秀
吉
な
り
に

完
成
度
を
高
め
た
演
技
は
、
宮
中
の
女
房
た
ち
よ
り
、
だ
れ
よ
り
後
陽
成
天
皇

の
御
覧
に
供
す
る
こ
と
を
、
秀
吉
は
一
一
一
月
中
旬
に
は
番
組
作
り
の
主
眼
と
し
て

い
た
の
で
あ
る
（
注
七
）
。

そ
の
後
、
四
月
三
日
に
は
禁
中
能
は
十
日
・
十
一
日
に
挙
行
し
、
秀
吉
は
十

二
日
に
伏
見
へ
帰
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
、
八
日
に
京
都
の
前
田
利
家
邸
へ
式
正

四



文
禄
一
一
一
年
二
月
一
一
十
五
日
、
大
坂
を
出
た
秀
吉
は
、
当
麻
を
経
て
二
十
七
日

に
吉
野
山
に
上
り
、
念
願
の
花
見
を
果
た
す
（
二
月
一
一
十
九
日
開
催
の
歌
会
で
は
「
花

の
願
ひ
」
を
題
に
し
て
い
る
）
。
秀
吉
は
作
り
髭
に
作
り
眉
、
鉄
黒
を
施
し
て
い
る

し
、
供
奉
の
人
々
（
秀
次
・
家
康
・
利
家
ら
が
随
行
）
も
美
一
麗
を
尽
く
し
、
若
や
か

な
出
立
で
、
例
に
よ
っ
て
行
列
そ
の
も
の
が
見
物
を
群
集
さ
せ
た
と
い
う
（
昊

閤
記
」
巻
第
十
六
・
吉
野
花
御
見
物
之
事
）
。
北
の
政
所
に
縫
わ
せ
た
瀧
栖
な
火
打
ち

袋
は
、
そ
の
か
ぶ
い
た
な
り
の
象
徴
た
り
得
た
で
あ
ろ
う
。
秀
吉
は
名
所
の
花

三
金
春
所
演
〈
高
野
参
詣
〉
と
「
出
来
」
の
有
無

御
成
り
を
し
た
翌
九
日
に
も
、
こ
の
予
定
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は

禁
中
能
は
四
月
十
一
日
・
十
二
日
に
挙
行
さ
れ
た
。
結
局
、
秀
吉
は
じ
め
武
将

は
出
演
せ
ず
、
十
一
日
は
四
座
の
大
夫
と
春
日
大
夫
、
十
二
日
は
下
問
・
暮
松

ら
が
出
演
し
て
、
規
模
は
縮
小
し
た
も
の
の
、
「
禁
中
四
座
之
猿
楽
御
能
」
と

豊
公
能
〈
高
野
参
詣
〉
（
金
春
所
演
）
・
〈
明
智
計
〉
（
暮
松
所
演
）
の
上
演
は
実

現
し
た
。
規
模
の
縮
小
や
日
程
の
変
更
等
に
は
、
天
野
氏
箸
に
い
う
近
衛
信
尹

の
薩
摩
配
流
問
題
が
影
響
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
が
、
禁
中
能
の
三
日
目
を
四
月

九
日
に
行
う
予
定
は
今
の
と
こ
ろ
記
録
に
探
し
得
な
い
し
、
先
に
示
し
た
書
状

大
意
の
よ
う
に
、
計
三
日
分
は
実
際
一
一
月
に
行
わ
れ
た
一
日
・
一
一
日
・
九
日
の

一
一
一
度
の
催
し
を
指
し
、
着
々
と
右
三
番
の
演
能
の
準
備
を
重
ね
て
、
確
か
な
手

応
え
を
得
た
高
揚
感
が
、
秀
吉
を
し
て
一
一
度
目
の
禁
中
能
へ
の
意
欲
に
言
及
さ

せ
、
追
っ
て
北
の
政
所
に
も
演
能
を
見
せ
る
約
束
を
言
葉
に
さ
せ
た
と
読
ん
で

お
き
た
い
。

を
見
巡
っ
て
そ
の
印
象
を
供
奉
の
人
々
と
共
に
歌
に
詠
み
合
い
、
蔵
王
堂
へ
参

詣
し
た
。
大
和
中
納
言
秀
保
（
秀
次
の
弟
）
が
旅
館
と
舞
台
を
用
意
し
て
い
て
、

秀
吉
は
立
ち
寄
っ
た
が
能
は
な
か
っ
た
と
い
う
二
太
閤
記
』
）
。
「
太
閤
記
』

の
叙
述
は
吉
野
で
は
二
十
九
日
の
歌
会
を
中
心
に
和
歌
で
花
見
の
盛
大
な
さ
ま

を
表
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
実
際
に
は
「
駒
井
日
記
』
に
三
月
一
日
に
能
が
行

わ
れ
た
と
記
し
、
「
文
禄
四
（
一
一
｜
の
誤
り
）
乙
未
年
三
月
於
吉
野
山
蔵
王
堂
宝
前
」

と
題
す
る
《
Ｃ
》
の
番
組
が
伝
わ
り
、
秀
吉
は
例
の
〈
吉
野
詣
〉
〈
源
氏
供
養
〉

〈
関
寺
小
町
〉
の
三
番
を
演
じ
て
い
る
（
住
人
）
。
秀
吉
に
と
っ
て
の
吉
野
詣
で
は
、

こ
の
演
能
が
な
け
れ
ば
完
結
し
な
い
は
ず
で
あ
る
。

翌
二
日
に
秀
吉
は
吉
野
を
出
て
高
野
山
に
向
か
う
（
秀
吹
は
別
れ
て
郡
山
へ
向
か

う
）
。
『
駒
井
日
記
」
に
よ
れ
ば
三
日
に
高
野
山
に
登
り
一
一
一
千
五
百
余
石
を
布
施

し
、
四
日
に
母
大
政
所
の
位
牌
所
で
法
事
を
執
り
行
っ
て
、
高
野
で
の
秀
吉
は

上
機
嫌
で
あ
っ
た
と
い
う
。
五
日
に
演
能
、
六
日
に
奥
の
院
で
連
歌
、
七
日
に

堺
ま
で
帰
る
予
定
が
、
実
際
に
は
五
日
の
未
刻
（
午
後
二
時
頃
）
に
下
山
し
て
兵

庫
（
和
歌
山
県
橋
本
市
）
の
寺
ま
で
帰
っ
た
と
も
あ
り
、
こ
の
点
、
「
太
閤
記
」
巻

第
十
六
・
高
野
詣
之
事
は
、
〈
高
野
参
詣
〉
の
演
能
途
中
で
天
変
地
異
が
襲
来

し
、
驚
い
た
秀
吉
が
急
い
で
下
山
し
た
こ
と
に
し
て
い
る
。

…
四
日
の
夜
宣
ふ
は
、
今
度
出
来
侍
る
新
謡
五
番
御
能
遊
し
、
一
山
の
衆

徒
に
見
せ
、
学
問
之
労
を
慰
め
む
と
也
。
其
旨
役
者
之
者
共
に
触
候
へ
と

仰
出
さ
れ
し
に
、
木
下
半
介
奉
り
、
金
春
大
夫
其
外
役
人
共
に
申
渡
し
し

か
ば
、
五
日
之
未
明
よ
り
青
巌
寺
門
前
に
参
り
に
け
り
。
今
日
は
一
天
に

雲
も
な
く
、
四
方
に
風
も
な
ふ
し
て
い
と
を
だ
や
か
な
れ
ば
、
何
も
役
人

共
舞
台
に
着
座
、
色
は
へ
て
見
え
に
け
り
。
一
山
の
上
下
能
め
づ
ら
し
さ

五



に
老
若
押
合
、
門
の
外
よ
り
内
に
入
む
と
せ
き
あ
ふ
事
見
る
め
さ
へ
痛
み

ぬ
。
笛
の
ね
と
り
な
ど
ほ
の
め
き
け
れ
ば
、
大
か
た
し
づ
ま
り
か
へ
り
御

能
初
り
け
る
に
、
事
外
に
出
来
伝
で
き
〕
つ
き
袖
ふ
り
大
や
う
に
お
さ

ノ
、
し
け
れ
ば
、
見
る
人
興
さ
め
て
け
り
。
抑
高
野
山
は
昔
よ
り
笛
太
鼓

つ
夏
み
、
大
師
の
制
禁
に
し
て
、
一
向
左
様
之
沙
汰
な
か
り
し
な
り
。
高

野
詣
と
云
新
謡
の
舞
の
う
ち
よ
り
、
空
の
け
し
き
肌
か
は
り
侍
る
ょ
と
云

も
し
見
え
も
し
侍
る
う
ち
に
、
乾
の
方
よ
り
黒
雲
一
村
お
ほ
ひ
出
た
り
。

見
る
が
う
ち
に
天
地
頓
に
震
動
し
、
雷
電
移
し
く
鳴
出
、
疾
風
甚
雨
し
ま

き
横
ぎ
り
、
肝
魂
も
梢
は
て
、
是
は
ノ
ー
と
互
に
目
を
見
合
、
息
は
づ
み

身
の
毛
も
よ
だ
つ
て
恐
れ
ざ
る
は
す
ぐ
な
し
。
秀
吉
公
も
壮
年
の
昔
よ
り

高
野
山
之
事
か
く
閏
及
ぱ
せ
給
ひ
し
か
共
、
か
や
う
の
事
は
何
之
地
に
て

も
其
あ
ら
ま
し
を
こ
と
入
、
し
く
伝
へ
の
上
し
れ
共
、
実
は
な
き
事
と
お

ぼ
さ
れ
し
に
依
て
御
仕
舞
な
さ
れ
候
へ
共
、
如
此
之
霊
験
に
驚
い
そ
ぎ
下

山
し
給
ふ
て
、
兵
庫
之
寺
に
御
狛
候
ひ
し
が
、
さ
て
も
弘
法
は
人
間
に
在

し
時
、
心
剛
に
徳
厚
か
り
し
人
な
む
め
り
。
今
度
は
高
野
山
に
対
し
如
形

善
尽
し
侍
り
し
か
ぱ
、
う
れ
し
く
お
は
し
主
さ
ん
事
に
て
侍
る
に
、
け
ふ

の
雷
電
な
ど
は
以
外
の
た
ム
リ
な
り
。
さ
す
が
な
り
け
る
権
者
に
て
有
つ

る
よ
と
、
感
じ
給
へ
り
。

高
野
山
の
衆
徒
に
自
演
を
見
せ
、
学
問
の
労
を
慰
め
よ
う
と
の
口
実
は
、
文

禄
一
一
年
正
月
に
暮
松
に
勧
め
ら
れ
、
秀
吉
が
能
の
稽
古
を
始
め
た
時
の
、
名
護

屋
城
在
陣
の
衆
士
を
慰
め
よ
う
と
の
口
実
（
巻
第
十
四
・
将
軍
於
名
護
屋
癸
已
御
越
年

之
事
）
と
同
じ
発
想
で
あ
る
。
「
新
謡
五
番
御
能
遊
し
、
一
山
の
衆
徒
に
見
せ
」

は
帰
坂
後
、
三
月
十
五
日
の
新
作
披
露
の
「
御
能
を
遊
し
簾
中
が
た
へ
見
せ
」

と
同
じ
表
現
で
あ
り
、
秀
吉
も
高
野
で
何
か
の
能
を
「
御
仕
舞
な
さ
れ
」
た
が
、

（
大
坂
で
金
春
が
五
番
の
内
一
一
番
を
演
じ
た
よ
う
に
）
高
野
で
も
〈
高
野
参
詣
〉
を
演

じ
た
の
は
金
春
で
あ
る
（
秀
吉
に
よ
る
何
か
の
能
の
「
御
仕
舞
」
の
後
で
金
春
が
「
高
野

詣
と
云
新
謡
の
舞
」
を
演
じ
た
）
と
も
、
天
野
氏
箸
の
よ
う
に
秀
吉
自
演
（
「
高
野
詣

と
云
新
謡
の
舞
」
を
「
御
仕
舞
な
さ
れ
」
た
）
と
も
両
様
に
読
め
る
荏
九
）
。

一
方
、
「
駒
井
日
記
』
に
記
す
と
こ
ろ
で
は
、
高
野
山
で
の
秀
吉
の
演
能
は

〈
老
松
〉
〈
井
筒
〉
〈
皇
帝
〉
〈
松
風
〉
の
四
番
で
あ
り
、
〈
井
筒
〉
以
外
は

こ
の
時
以
前
に
す
で
に
演
じ
た
記
録
が
あ
る
。
そ
し
て
、
〈
高
野
参
詣
〉
の
謡

本
を
秀
吉
は
後
陽
成
天
皇
辰
筆
の
題
篭
で
飾
っ
て
、
こ
の
日
に
金
剛
峯
寺
に
寄

贈
し
て
い
る
。
こ
の
日
の
た
め
に
用
意
し
た
く
高
野
参
詣
〉
を
演
ず
る
こ
と
な

く
帰
る
と
は
考
え
に
く
い
（
注
一
○
）
。
し
か
し
、
演
じ
た
の
は
秀
吉
で
は
な
く
、

「
太
閤
記
』
で
も
そ
う
読
み
得
る
よ
う
に
金
春
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
秀

吉
が
吉
野
で
〈
吉
野
詣
〉
を
演
ず
る
た
め
に
周
到
に
準
備
を
進
め
た
こ
と
は
右

に
見
た
と
お
り
で
あ
る
。
高
野
で
も
〈
高
野
参
詣
〉
を
自
演
し
た
い
な
ら
、
同

様
の
準
備
に
怠
り
な
い
で
あ
ろ
う
に
、
秀
吉
が
こ
の
能
を
演
じ
た
記
録
は
後
に

も
先
に
も
見
当
た
ら
な
い
「
太
閤
記
』
の
作
者
は
そ
こ
ま
で
の
史
実
は
知
ら
な
く
て
よ

い
）
（
注
二
）
。
四
月
の
禁
中
能
で
も
、
自
身
は
〈
吉
野
詣
〉
を
演
じ
、
〈
高
野

参
詣
〉
は
金
春
に
演
じ
さ
せ
る
予
定
で
あ
っ
た
（
『
駒
井
日
記
』
一
一
一
月
十
一
一
一
日
条
）
。

こ
の
組
み
合
わ
せ
と
分
担
は
、
金
春
が
節
や
型
を
付
け
た
制
作
当
初
か
ら
、
意

識
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
も
見
え
る
。

さ
て
、
『
太
閤
記
」
の
叙
述
で
は
、
当
日
は
高
野
山
中
の
人
々
が
見
物
に
押

し
寄
せ
混
雑
し
た
が
、
笛
の
音
取
り
を
聞
い
て
大
方
は
静
ま
り
か
え
り
、
い
よ

い
よ
「
御
能
」
が
始
ま
っ
た
。
ど
の
能
か
は
知
ら
ず
（
注
一
一
一
）
、
最
初
の
演
能
は
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こ
と
の
ほ
か
出
来
が
よ
く
、
袖
の
扱
い
も
ゆ
っ
た
り
と
落
ち
着
い
た
演
技
が
見

ら
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
「
お
さ
ノ
ー
し
」
い
演
技
の
せ
い
で
、
見
物
の
人
々

は
輿
が
さ
め
た
と
あ
る
。
「
長
長
し
」
本
来
の
語
義
は
、
大
人
び
た
、
落
ち
着

い
た
様
子
を
肯
定
的
に
評
す
る
意
で
用
い
る
。
こ
こ
で
も
能
を
見
馴
れ
た
人
の

目
に
は
そ
の
よ
う
に
映
っ
た
は
ず
な
の
に
、
歌
舞
音
曲
の
類
を
禁
じ
た
高
野
山

で
は
人
々
が
能
を
見
馴
れ
な
い
た
め
に
、
舞
事
も
嚥
子
事
も
か
え
っ
て
大
げ
さ

に
感
じ
ら
れ
た
り
（
一
一
番
目
・
三
番
目
に
な
っ
て
も
、
ま
た
〈
高
野
参
詣
〉
を
含
む
ど
の

能
で
あ
れ
、
そ
の
印
象
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
）
、
あ
る
い
は
一
行
の
か
ぶ
い

た
な
り
か
ら
期
待
し
た
当
代
感
覚
と
も
違
っ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
今
日

で
も
能
を
初
め
て
見
る
人
の
反
応
と
し
て
は
、
大
様
で
お
さ
お
さ
し
い
演
技
を

む
し
ろ
敬
遠
す
る
向
き
も
な
し
と
し
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
古
典
芸
能
と
し

て
の
享
受
の
在
り
方
が
、
早
く
も
「
太
閤
記
」
に
は
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
な

る
。史
実
の
秀
吉
の
高
野
参
詣
で
は
何
事
も
「
出
来
〔
し
ゆ
っ
ら
い
〕
」
せ
ず
、
秀

吉
は
〈
老
松
〉
以
下
の
四
番
を
演
じ
、
金
春
も
〈
高
野
参
詣
〉
を
大
様
に
お
さ

お
さ
し
く
演
じ
切
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
演
技
で
は
な
く
〈
高
野
参
詣
〉
の
内

容
（
秀
吉
礼
賛
）
に
、
見
物
す
る
高
野
山
の
人
々
が
内
心
「
興
さ
め
」
る
と
こ
ろ

が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
表
情
に
出
す
状
況
に
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
相
手
は
太
閤
秀
吉
で
あ
り
、
し
か
も
多
額
の
寄
進
を
し
て
い
る
。
大
師
の

制
禁
を
真
に
恐
れ
る
な
ら
、
そ
も
そ
も
見
物
が
群
集
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
は

ず
で
あ
る
。
見
物
の
人
々
が
「
興
さ
め
」
た
の
も
、
霊
験
が
「
出
来
」
し
た
の

も
、
秀
吉
の
時
代
が
終
わ
り
、
秀
吉
の
ふ
る
ま
い
を
批
判
的
に
と
ら
え
直
す
風

潮
の
中
で
、
伝
説
化
し
た
部
分
と
思
わ
れ
る
。
〈
高
野
参
詣
〉
を
演
ず
る
最
中

に
天
変
地
異
が
襲
い
、
驚
い
て
下
山
す
る
秀
吉
が
負
け
惜
し
み
を
い
い
な
が
ら

感
服
す
る
な
ど
、
い
か
に
も
後
か
ら
整
え
ら
れ
た
虚
構
の
感
が
強
い
。

し
か
し
『
太
閤
記
」
の
虚
構
で
あ
る
に
せ
よ
、
三
月
五
日
、
高
野
山
で
秀
吉

が
「
御
能
」
を
催
し
、
金
春
が
〈
高
野
参
詣
〉
を
演
じ
た
際
、
『
太
閤
記
」
で

は
こ
の
よ
う
な
事
件
が
「
出
来
」
し
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
十
日
後
の
大
坂
城
本

丸
に
お
け
る
新
作
披
露
の
演
能
は
、
『
太
閤
記
」
で
も
高
野
詣
之
事
の
段
の
直

後
の
段
に
配
置
し
、
｜
一
つ
の
段
を
続
け
て
読
ま
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
三
月
十

五
日
、
大
坂
城
本
丸
に
お
い
て
、
金
春
は
新
作
五
番
の
内
二
番
を
演
じ
た
が
、

さ
す
が
物
慣
れ
た
上
手
ゆ
え
、
今
度
は
何
事
も
「
出
来
」
し
な
か
っ
た
。
と
書

い
て
、
『
太
閤
記
』
の
読
者
に
は
十
日
前
の
高
野
山
の
「
出
来
」
（
高
野
詣
之
事

の
段
の
言
葉
で
は
「
霊
験
」
）
を
思
い
出
さ
せ
る
。
十
日
前
の
事
件
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
こ
の
日
も
金
春
は
落
ち
着
い
て
〈
高
野
参
詣
〉
を
演
じ
、
こ
の
日
は
何
事

も
「
出
来
」
し
な
か
っ
た
、
そ
し
て
恐
ら
く
秀
吉
は
こ
の
日
も
十
日
前
も
得
意

の
〈
吉
野
詣
〉
を
演
じ
、
金
春
の
上
首
尾
と
併
せ
て
、
来
た
る
四
月
の
禁
中
能

成
功
の
予
感
を
持
て
た
こ
と
で
、
い
よ
い
よ
機
嫌
を
よ
く
し
た
、
と
読
む
の
が

穏
当
で
あ
ろ
う
。
十
日
前
に
〈
高
野
参
詣
〉
を
演
じ
た
の
が
秀
吉
な
ら
、
「
出

来
」
の
原
因
も
自
身
の
物
慣
れ
な
い
下
手
な
演
技
に
認
め
る
こ
と
に
な
り
、
そ

う
い
う
不
愉
快
な
思
い
出
と
比
べ
て
、
秀
吉
が
機
嫌
を
よ
く
す
る
と
は
考
え
に

く
く
、
虚
構
の
方
法
と
し
て
も
あ
ま
り
巧
み
と
は
い
え
な
い
。
『
太
閤
記
」
の

叙
述
の
範
囲
で
も
、
〈
高
野
参
詣
〉
両
度
の
演
者
は
金
春
と
見
て
よ
い
と
思
わ

れ
る
。

以
上
、
述
べ
て
来
た
と
こ
ろ
を
時
間
の
順
に
整
理
す
る
と
、
文
禄
三
年
一
一
月

か
ら
禁
中
能
の
行
わ
れ
た
四
月
に
か
け
て
、
秀
吉
の
関
わ
っ
た
能
の
催
事
及
び
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関
係
す
る
事
柄
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

【
二
月
一
日
】
秀
吉
、
大
坂
城
西
丸
で
能
を
催
す
。

【
二
月
二
日
】
秀
吉
、
大
坂
城
西
丸
で
能
を
催
す
。

【
二
月
五
日
～
八
日
頃
】
秀
吉
、
北
の
政
所
に
火
打
ち
袋
の
礼
状
を
書
く
。

【
二
月
七
日
】
秀
吉
、
石
川
法
賀
邸
で
〈
吉
野
詣
〉
〈
源
氏
供
養
〉
〈
関
寺
小

町
〉
〈
田
村
〉
を
演
ず
る
。

【
二
月
九
日
】
秀
吉
、
大
坂
城
本
丸
で
〈
吉
野
詣
〉
〈
田
村
〉
〈
関
寺
小
町
〉

〈
源
氏
供
養
〉
〈
老
松
〉
を
演
ず
る
。

【
二
月
十
一
日
】
秀
次
、
北
の
政
所
へ
火
打
ち
袋
の
礼
状
を
遣
わ
す
。

【
二
月
十
四
日
】
秀
吉
、
大
坂
か
ら
伏
見
に
赴
く
。

【
三
月
一
日
】
秀
吉
、
吉
野
蔵
王
堂
で
〈
吉
野
詣
〉
〈
源
氏
供
養
〉
〈
関
寺
小

町
〉
を
演
ず
る
。

【
三
月
五
日
】
秀
吉
、
高
野
山
で
〈
老
松
〉
〈
井
筒
〉
〈
皇
帝
〉
〈
松
風
〉
を

演
じ
、
金
春
は
〈
高
野
参
詣
〉
を
演
ず
る
か
。

【
三
月
十
一
一
一
日
】
秀
吉
、
禁
中
能
で
〈
吉
野
詣
〉
〈
源
氏
供
養
〉
〈
関
寺
小
町
〉

を
演
じ
、
金
春
に
〈
高
野
参
詣
〉
、
暮
松
に
〈
明
智
討
〉
を
演
じ
さ
せ
る
計

画
。

【
三
月
十
五
日
】
秀
吉
、
大
坂
城
本
丸
で
北
の
政
所
に
新
作
五
番
を
披
露
。
秀

吉
は
〈
吉
野
詣
〉
、
金
春
は
〈
高
野
参
詣
〉
を
演
ず
る
か
。

【
四
月
八
日
】
秀
吉
、
京
都
の
前
田
利
家
邸
に
式
正
御
成
り
。

【
四
月
十
一
日
・
十
二
日
】
秀
吉
、
二
度
目
の
禁
中
能
を
催
し
、
金
春
に
〈
高

野
参
詣
〉
、
暮
松
に
〈
明
智
討
〉
を
演
じ
さ
せ
る
。

注（
｜
）
拙
稿
「
謡
本
と
謡
曲
」
（
「
金
沢
能
楽
美
術
館
図
録
』
〈
二
○
○
六
年
十
月
〉
）
に

写
真
を
示
し
、
解
説
し
た
と
お
り
、
「
謡
」
の
文
字
に
は
ヨ
ウ
」
の
読
み
仮
名
が

振
ら
れ
て
い
て
、
「
謡
曲
」
を
ウ
タ
イ
で
は
な
く
ヨ
ウ
キ
ョ
ク
と
読
む
、
今
の
と
こ

ろ
最
も
早
い
例
と
見
ら
れ
る
。

（
二
）
森
末
義
彰
「
能
の
保
護
者
」
（
「
中
世
芸
能
史
論
考
』
〈
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
一

年
十
一
月
〉
及
び
『
綜
合
新
訂
版
能
楽
全
書
』
第
二
巻
く
東
京
創
元
社
、
一
九
八
一

年
一
月
〉
所
収
）
及
び
天
野
氏
箸
に
よ
る
。

（
一
一
一
）
「
駒
井
日
記
」
｜
月
二
十
一
日
条
に
「
大
坂
西
之
丸
御
殿
江
京
極
御
う
え
様
移
参
ら

れ
候
由
侯
て
御
普
請
之
由
」
と
見
え
、
実
際
に
移
っ
た
の
は
二
月
十
二
日
と
さ
れ
る

三
月
十
四
日
条
）
。

（
四
）
秀
次
は
前
年
十
二
月
三
日
に
京
都
所
司
代
前
田
玄
以
邸
へ
御
成
り
を
し
て
〈
関
寺
小

町
〉
を
演
じ
て
い
る
。
秀
次
も
ま
た
演
ず
る
前
に
下
問
少
進
の
演
能
を
所
望
し
て
学

ん
で
い
た
（
同
年
四
月
十
五
日
、
同
所
。
『
能
之
留
帳
」
）
。

（
五
）
表
章
・
牛
尾
美
江
「
〈
関
寺
小
町
〉
演
能
史
（
一
一
）
」
（
「
観
世
』
第
五
十
三
巻
第

七
号
、
一
九
八
六
年
七
月
）
。

（
六
）
森
末
氏
稿
は
「
京
中
」
の
ま
ま
、
参
内
す
る
秀
吉
の
行
列
を
見
物
し
て
い
た
下
女
た

ち
に
禁
中
能
の
見
物
に
来
い
と
声
を
掛
け
た
と
す
る
『
老
人
雑
話
」
記
載
の
逸
話
を

引
く
。
天
野
氏
箸
で
は
「
宮
中
」
の
書
き
誤
り
の
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
な
お
、
福

田
千
鶴
『
淀
殿
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
日
本
評
伝
選
、
二
○
○
七
年
一
月
）
は
、
「
内
容

か
ら
文
禄
二
年
十
月
七
日
の
発
給
で
、
京
都
に
い
る
秀
吉
が
大
坂
城
の
寧
に
送
っ
た

も
の
で
あ
る
」
と
し
、
最
初
の
禁
中
能
の
三
日
目
（
六
日
・
九
日
・
十
一
日
と
次
々
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二
○
）
阿
部
一
彦
「
「
太
閤
記
』
の
催
事
・
遊
興
記
事
に
つ
い
て
」
（
「
『
太
閤
記
』
と

そ
の
周
辺
」
〈
和
泉
書
院
、
一
九
九
七
年
三
月
〉
所
収
）
は
、
当
日
〈
高
野
参
詣
〉

は
演
じ
ら
れ
ず
、
霊
験
の
襲
来
と
共
に
「
甫
庵
の
虚
構
・
創
作
で
あ
る
」
と
す
る
。

（
一
一
）
『
絵
本
太
閤
記
』
七
篇
巻
之
三
・
仙
石
薄
田
生
補
石
川
に
は
、
秀
吉
が
伏
見
城
で

〈
高
野
参
詣
〉
を
演
じ
、
石
川
五
右
衛
門
が
襲
撃
の
隙
を
う
か
が
う
場
面
も
あ
る
。

（
一
二
）
菊
岡
沽
凉
『
諸
国
里
人
談
』
（
寛
保
一
一
一
年
〈
一
七
四
一
一
一
〉
刊
）
巻
之
一
・
高
野
山

禁
笛
に
は
、
大
師
の
制
法
に
よ
り
笛
の
音
を
禁
ず
る
と
聞
い
て
三
番
は
笛
抜
き
で
演

じ
、
四
番
目
に
吹
か
せ
た
と
こ
ろ
天
変
地
異
に
襲
わ
れ
た
と
伝
え
る
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
「
越
後
の
能
楽
、
能
楽
の
越
後
ｌ
直
江
兼
続
の
時
代
か
ら
前
後
を
見
通

す
ｌ
」
（
天
地
人
リ
レ
ー
講
演
会
第
六
回
於
新
潟
県
立
歴
史
博
物
館
、
二
○
○
九
年
十

一
月
十
五
日
）
の
講
演
に
お
い
て
豊
公
能
に
言
及
し
た
際
に
受
け
た
質
問
を
契
機
に
、
そ
の

後
の
考
察
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
関
係
各
位
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

グーへ〆-，

九八
、＝〆、－〆

に
延
引
し
た
。
そ
の
九
日
と
見
る
）
直
前
の
発
給
説
を
提
起
し
て
い
る
。

（
七
）
新
大
系
の
注
で
は
「
な
お
、
本
興
行
は
三
日
間
催
さ
れ
、
秀
吉
が
吉
野
詣
・
源
氏
供

養
・
関
寺
小
町
を
、
金
春
大
夫
が
高
野
詣
を
、
暮
松
新
九
郎
が
明
智
討
を
演
じ
て
い

る
（
駒
井
日
記
）
。
」
と
す
る
が
、
『
駒
井
日
記
」
一
一
一
月
十
三
日
条
の
記
事
に
禁
中

能
（
一
一
一
日
間
）
と
一
一
一
月
十
五
日
の
「
御
本
丸
御
能
」
（
｜
日
）
の
両
方
の
予
定
が
見

前
掲
森
末
氏
稿
及
び
表
・
牛
尾
氏
稿
で
も
〈
高
野
参
詣
〉
は
金
春
の
所
演
と
す
る
。

「
御
能
遊
し
」
と
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
秀
吉
の
自
演
と
は
限
ら
ず
、
秀
吉
主
催
の

意
で
も
そ
う
称
す
る
で
あ
ろ
う
（
三
月
十
五
日
の
例
な
ど
）
。

前
掲
表
・
牛
尾
氏
稿
及
び
天
野
氏
箸
に
よ
る
。

え
る
こ
と
に
よ
る
混
同
と
思
わ
れ
る
。

九


